
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

2015年 3月 11日（水）にグランシップで卒業式が行われ、

139名の学生が巣立っていきました。 

 当日はよく晴れて、富士山も卒業生の門出を祝福してくれ

ているかのようでした。 

 卒業式は国際ことば学院開校からの思い出を辿る写真から

始まり、ことば学院の歴史を感じるオープニングとなりました。 

 証書授与では担任の先生によって卒業生一人一人のコメ

ントが読み上げられ、会場正面のスクリーンにはクラスの思い

出の写真が映し出されました。その中で卒業証書を受け取っ

た学生たちは、とても誇らしそうな表情をしていました。 

 在校生スピーチでは、Ｌクラスのサンディさん（インドネシア）

が先輩への感謝の気持ちを伝え、自分も困っている後輩を

助けたいと抱負を述べました。 

 卒業生スピーチでは、Ｄ２クラスのタン レインさん（ミャンマ

ー）とＡクラスのバオ ニュンさん（ベトナム）が日本語学校での

思い出や、お世話になった方々への感謝の気持ちを話し、

卒業生にエールを送りました。 

 最後に全員で「花は咲く」を歌いました。歌の最後には正面

の窓が開き、そこから美しい富士山が見えて、とても感動的な

卒業式となりました。これから様々な困難があることでしょうが、

卒業生にはそれを乗り越えてそれぞれの道を歩んでいって

ほしいと思います。 

 平日にも関わらず、多くのお客様に卒業生の門出をご祝福

いただきました。誠にありがとうございました。（中川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 D1クラス タン レイン（ミャンマー） 

 

ご来場の皆様、私たちの卒業式にわざわざお越しくださって、あ

りがとうございます。先生方、日本に来てから今まで私たちの面倒

をみてくださってありがとうございました。 

 私たちはいろいろな国から文化や習慣を持って日本に来ました。 

留学生として勉強し生活する中で、たいへんなことがいっぱいあり

ました。国にいたとき考えた日本とまったく違いました。日本の食

べ物をはじめとして、文化や習慣が私たちの国とぜんぜん違うから

です。日本の習慣や生活に慣れるということはじっさいには難しい

です。 

 日本へ来たばかりの時、私は日本語がまだまだでした。しかし、

毎日学校へ行き、家でも勉強しなければなりません。また、生活の

ためにアルバイトもしなければなりませんでした。自分が言いたい

ことや聞きたいことなどを伝えることができなくて、通じないこと

もありました。それで、国で勉強したことはあまり意味がなかったかもしれないと思ってし

まいました。 

 しかし、仕事の中で自分がわからないことを質問すると、日本人たちがしんぼうづよく何

度も教えてくれました。その人たちに「私は日本語がちょっと…」といえば、「だいじょう

ぶ、だいじょうぶ。今あなたは学校で勉強しているから、ぜったいにじょうたつするよ！が

んばって！」とはげましてくれました。その言葉を聞いて、心細かった気持ちがなくなって、

がんばればできるようになるという自信をもちました。そして、学校でもっと勉強しなけれ

ばならないと考え、私は、以前よりも日本語の勉強に励みました。 

 また、ことば学院では、いろいろな国際交流のイベントに参加する機会がありました。そ

れらのイベントに参加したおかげで、様々な人と交流でき、教科書からは学ぶことのできな

い、日本の姿を学ぶことができたと思っています。 

 去年の 4月、私は山に木を植えるイベントに参加しました。親たちがつれて来た子供たち

もよろこんで山にのぼっていました。私は、ミャンマーにいた時、山に行って木を植えたこ

とがありませんでした。今日、日本の子供たちは山に何で来たのか？遊びに来たのかと思い

ました。 

 山にのぼる途中で、となりの 10才の男の子に、気になっていたことを質問しました。 

「たくさんの木の中で、小さい木をどうして切るの？」 

すると、子供は、 

「小さい木を切らないと、ほかの木が大きくなりません」 

と当たり前のように答えました。日本では子供さえ植林や間伐が必要だということを知って

いるので、私はおどろきました。また、子供からお年寄りまで皆が自然を守るということが

わかりました。 

 私の国では、子供たちは、山や川へ行く機会は少ないです。それは、あぶないという理由

で、親たちがつれて行かないからです。しかし、山や川や木は宝です。私は国の人たちに、

自然の良さ、植林の必要性を伝えたいと思いました。 

 私は日本での経験と知識を合わせて、自分の目標のためにがんばります。 

 先生方、私たちのことを大切にして、私たちのためさいてきな環境を整えてくださって、

まことにありがとうございます。先生たちのご恩をいつまでも忘れません。 

 



 

4月 4日(土)、5日(日)に、静岡まつりに参加しました。お祭りの様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 5 曲を 3 時間続けて

踊ります！当日は雨も

降らず、楽しく踊れまし

た！ 

学生たちは日本の

伝統の着物をきれ

いに着こなし、静岡

の街を歩きました。 

当日は雨模様でしたが、学生たちは練習

の成果を発揮し、演じきりました！ 

ことば学院は芸達者な学生がたくさん！ 



 

 

 2015 年度の 4 月生が続々と来日しま

した。今年度も例にもれず、明るくにこにこ

した学生ばかりです。まず、オリエンテーシ

ョンで日本のルールや学校のルールを学

び、日本の生活の厳しさに皆驚いている

ようでした。 

プレースメントテストを行いクラスが発表

され、4月 8日(水)より授業が開始されま

した。皆緊張している様子でしたが、これ

から始まる留学生活を頑張ろうという気合

も感じられました。何事も最初が肝心なの

で、初日から留学生としての心構えを持ち、

自分の目的を忘れず、頑張ってほしいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊東様  布団 

 

新入生のために大切に使用させていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

＜編集後記＞3月に卒業生が巣立っていき、学校は春休みになり、少ししんみりとしましたが、

卒業生と入れ替わるようにして新入生が各国からやってきました。そして 4月 8日から新学期

が開始し、学校に活気が戻りました。今年度はどれだけたくさんの学生たちが活躍してくれる

のか、今から楽しみです。（甲斐） 

＜入学式＞ 

日時：平成２7年４月２5日（土） 

 午前 11:00～11：45 

場所：国際ことば学院外国語専門学校３F 

＜対面式・懇親会＞ 

時間：12：00～13：30 

場所：日本語学校教室 

 



Aクラス チャン ティ バオ ニュン（ベトナム） 

 

寒の戻りも和らいで、春の香りが漂うこの日に、盛大な卒業式を

開いていただきまして感謝しております。また皆様からあたたかい

お言葉を頂き、胸が熱くなる思いがしております。本当にありがと

うございます。 

 私たちがこの学校で過ごした 2 年間のいろんな出来事が次々に頭

の中によみがえってきます。満開の桜のもと、それぞれの喜びを胸

に迎えた入学式。そしてドキドキしていた最初の実力テスト。また

文武両道に力を入れることば学院ならではのクラス対抗のスポーツ

大会や華やかな文化祭を通じて、いろんな国から集まってきた私た

ちは、いつのまにか「仲間」になりました。 

 国際ことば学院は小さな国際社会です。実際の世界でテロ、争い

などの悲しい問題が起こっても、ここでは国籍や民族や宗教に関わ

らず、仲間と一緒に毎日平和な一日を過ごすことができました。そ

れは何よりも素晴らしいことではないでしょうか。 

 あっというまに 2 年生になって、初めて勉強したことがたくさん

あります。ラジオ・ドラマを作ることはその 1つです。私たちが考えた脚本は、「卵、にん

じん、コーヒー」でした。 

 卵は茹でると壊れなくなり、人参は茹でれば、もろくなり、コーヒーは熱いお湯を入れる

と、香りがもっとよくなるという私たちのドラマの内容のように、人も状況によって変わり

ます。私はコーヒーのように、たとえ熱いお湯をかけられても、良い香りを出せる人間にな

りたいです。どんなことがあっても、どんな失敗があっても苦しい条件で練習すれば練習す

るほど、良い結果が出るはずだと信じています。 

 それから、進路を決める時期になって急に焦りはじめた私たちを、先生方は親身になって

指導してくださいました。厳しい時は自分の子供を躾ける親のように厳しく、優しい時はこ

の上なく優しい、こんな先生に私たちは初めて出会いました。一人一人それぞれに合う将来

の道を選べるように指導してくださって、「最後は自分で決めること」そうおっしゃった先

生の言葉は今でも耳に残っています。 

 今日、私たちはこの学校を卒業します。この先の私たちの前に広がっている世界を想像す

ると、不安で震えるような思いがする一方で、期待に胸が膨らみ、わくわくするような思い

もしております。でも、ことば学院で過ごしたことを思い出し、この不安を勇気と力に変え

て、胸を張って、ここから旅立つことこそが、私たち卒業生の使命だと思っています。 

 卒業生の同級生の皆さん！明日からは進む道が違っても、私たちはいつまでも仲間ですよ。

この縁を切らないで、ことば学院で教えていただいたことを生かせるように頑張りましょう。

困難にも勇気を持って立ち向かって行きましょう。 

 最後になりましたが、ご来賓の皆様、理事長先生、校長先生をはじめ諸先生方、保証人、

フレンドシップの皆様、本当にお世話になりました。そして、母国でいつも応援してくれた

お父さん、お母さん、私たちは皆さまから受け取った「心」を忘れずに、歩んでまいります。

どうかあたたかく見守ってください。そしてこれからも変わらぬご指導をお願い致します。 

 卒業生を代表し、もう一度心から感謝の言葉を申し上げます。 

 本当にありがとうございました。 

 

 



ことば奨学会より、各賞が授与されました。 

ご協力頂いた皆様に厚く御礼申し上げます。 

学習奨励賞（日本語能力試験Ｎ１合格） 計 8名 

HTET MIN THU 韓鈺 YIN AYE KHANT BO 

章超 安娜 HUYNH TRUNG TIN 

虞雪非 何世文 他、1 年生 1 名、短期生 1 名 

 

学習奨励賞（日本語能力試験Ｎ２合格） 計 22名 

韓 鈺 PHAM THUY THANH LOAN 郭周楊 

ISTIN HARDIANTI HUYNH TRUNG TIN HTUT MYAT NAING 

TRAN BAO SON YAN NAING SOE 邢峰 

NGUYEN THANH THAI BAO BUDIMAN LEONI ANDREINA 金素英 

YIN AYE KHANT BO HTWE HTWE MYINT 藩雨晴 

TRAN NGOC THANH PHUONG NWAY WINT WAH NYUNT TIN VERMA RISHANT 

DO THI THU NHI RATNA NURZANAH SINGH YASHVIR 

LY TU ANH  他、1 年生 5 名 

 

精勤賞（出席日率 100％、時率 99％以上） 計 17名 

PANDU IMAN SANTOSO THINN THINN HLAING LE BAO QUOC 

LE MINH ANH KHAI YIN AYE KHANT BO PHAM THI THANH TRUC 

NGUYEN THI QUYNH TRANG SAHA MOUPIYA BUI VAN LOI 

HTET MIN THU DE LEON ERWIN DICAG MYA KAY KHINE KYAW 

THET HNIN HLAING NGO THI TRANG BANIYA RAMHARI 

LE QUOC SANG NGUYEN DINH HOANG 

 

漢字検定名人合格者 計 16名 

虞雪非 LE QUOC SANG 何世文 

NGUYEN VUONG MAI THY 韓鈺 荊長麗 

LE MINH ANH KHAI HUYNH THI MY HANG LY TU ANH 

NGUYEN THI QUYNH TRANG TRAN THI BAO NHUNG HUYNH TRUNG TIN 

HTET MIN THU 安娜 VU THUY HA 

THET HNIN HLAING 

 

国際交流貢献賞 計 7名 

PANDU IMAN SANTOSO YIN AYE KHANT BO 

NGUYEN THI QUYNH TRANG GLEN MAKTI CAHYA BRATA SURYA 

THAE THAE OO VERMA RISHANT 

CHRISTINA THEODORIS 

 


